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今年度も、３月５日（火）・６日（水）に「県立高等学校一般入学者選抜学力検査」が実施されました。各中学校では、こ
の日を迎えるまでに、一人一人に寄り添った進路指導、入試に係る協議や提出書類の作成等に多くの労力を注がれたことと察
します。また、小学校でも、小中連携の下に育った子供たちがどのような結果を出されるか期待と不安でいっぱいのことと思
います。そんな中、先日、新聞等に入試問題が掲載されていました。入試問題は、単に知識を問うだけでなく、思考力を見る
問題も含まれており、日々の授業づくりへのメッセージが込められているものとなっていました。

平成３１年度 県立高等学校一般入学者選抜学力検査問題 【国語】
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【問題のねらい】
「郷土の偉人」について調べたことを

まとめて発表する場面を通して、目的
や状況に応じて、資料を効果的に活用
して話す力、論理の展開を工夫し、資

料を適切に引用する力、説明や具体例
を加えて説得力のある文章を書く力等
の思考力・判断力・表現力をみる。

【授業改善の例】 ～発表（話合い）の場面～

○ 個人、グループでの振り返りを行い、学んだこと（気付き等）の再確認をする。

○ 発表で使用する資料か
ら読み取れることを根拠
にして、伝えたいことを整
理して伝える。

○ 相手が伝えたいこと（主
張）や裏付けとなる根拠が
正しいかを捉えながら聞く

ことができる。

授業のねらいにもとづいて発表（話合い）活動を設定する。

〈話
す
側
〉

〈聞
く
側
〉

発表（話合い）活動の振り返りの場面を設定する。

☆ 上記のように、県立高校入試問題は小・中学校の９年間の授業で身に付けた力をみるものとなっています。

学年末の多忙な時期とは思いますが、入試問題に目を通し、日々の授業づくりの参考にしていただけ

れば、と思います。下学年での「学びの確認」として、授業の教材、単元末の確認テスト等に活用すること

もできます。積極的に活用してみてはどうでしょうか。
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